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１．肝細胞癌、大腸癌に特化し、ターミノロジー、シソーラスなどを収集整理。
自動作業化のためのハードルを明確化。

２．国際的で広範囲な倫理規定の基本調査を行い、草案に向けたステップ項
目を策定し、各項目ごとの必要案を検討した。現在は、具体的な基準内容の
検討。
３．検索エンジン設計の要素化、各要素技術のISO, WHOの場での国際標準
化の推進。

平成20年度の成果

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究

プロトタイプシステムの機能向上に向けて、作業中である。
１．症例を増加し、癌200症例、神経疾患400症例を統合化。
２．ＧＥＭＤＢＪとの統合に向けた連携方式の策定。

３．検索ＧＵＩについては、より直感的な操作を可能とする新たなパネル方
式を開発。
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国立がんセンター研究所
GeMDBJとの連携

統合検索システム

結果表示

検索結果

検索

結果画面(サマリー) 結果画面(分子情報)

分子情報クリック
で画面遷移

×

クラスタリング
結果

クリックで
分子情報解析開始

遺伝子
発現量

病名：肝細胞癌
病理：ステージIVa

GeMDBJ



統合医科学データベース構築方式の開発

4

パネル検索GUI

カテゴリの階層を表すツリー構造を見な
がら検索条件が入力可能

検索語句の入力は
カテゴリ名をクリック

結合条件の選択
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統合医科学DB 倫理規定草案検討の論点概要

1.DBの統合

2.医科学DB

是非

程度(どこまで)

オミックスDB

臨床DB

オミックス(情報)公開の是非・程度

情報収集 内容

程度

是非

公開 内容

匿名化

程度

二次利用 是非

対象

程度

時期

多次利用 是非

3.法的背景 罰則

4.社会背景 コンセンサスのプロセス

実施

訴訟

国際

国内

最低限HIPPA 18項目は公開不可

統合医科学ＤＢの目的範囲内の最小限：
データ提供元、統合先双方に情報管理の執行能力
と責任

・匿名化基準

・違反による罰則

・統合は収集か？ ２次利用か？

論点

是：ただし、データベース統合によって、不利益を蒙る事があってはならない。統合データベース作成者は、不
利益の無いように努めなければならない

統合医科学データベースの目的の範囲内： 情報連結によって生じる影響が、法的あるいは社会的通念
から倫理上問題となる範囲におよぶ事があってはならない。また、元情報の内容に変更がある情報統合
を行ってはならない

是： 将来にわたって個人を特定したり不利益を
与えない程度

目的の範囲内で是

統合医科学ＤＢの目的範囲内

個人を特定できない情報粒度と定期的監査

第三者機関の基準： 例として
は100人程度

公開前、収録時

統合ＤＢ目的の範囲内で、責任を負える利用者に
限り可。

非： 多次利用は、不可である

国内国外をかかわらず、管理者は利用資格の停止、取消等の措置をとる。また、
刑法上の罰則を設ける

日本政府を経由して当該国に交渉して情報や証拠を提供し、該当国による処罰を
要請する

原則として、倫理規定の定着までに導入期と形成期と定着期の３段階制をとる。
形成期が完了しなければ、コンセンサスは得られていないものとみなす。コンセ
ンサスを得られていない限りは、統合医科学データベースの実運用を行っては
ならない。

国際

国内

結果（実例）
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平成21年度の目標

１．統合化要素技術として疾患オントロジーの整備

２．プロトタイプシステムの評価に基づいた、要素技術の問題点の把握

３．中核機関を含め、登録研究者や一般公開に向けた統合ＤＢ倫理規定の
具体的確立の検討

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究

１．セマンティック検索エンジンの高度化を行い、プロトタイプシステムを改良
し公開

２．要件定義に基づいたGeMDBJ、パーキンソン病データベースとの高度な
連携方式の開発

３．分子から臨床生活情報までの網羅的疾患情報の組織化方法の確立

４．新規データベースの統合

– 癌研究会癌研究所のデータベースとの具体的な統合を目指す
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H20年度成果 H21年計画

①疾患・臨床医科学デー
タベースに特化した統合
技術開発に関する研究

多階層の総合医科学データ
ベースを統合構築するために
必要な統合技術（疾患DB情
報モデル、オントロジー、セマ
ンティックなど）の要件定義

プロトタイプシステムの試
作と問題点の検討

統合化要素技術として疾患
オントロジーの整備とプロト
タイプとして開発したセマン
ティック検索エンジンの高
度化

②疾患データベースの高
度化と実証的統合に関
する研究

パーキンソン病データベース
について、症例に基づいた検
索などの具体的要求と課題
の検討

統合検索システムとの連携
を行うとともに、倫理的問
題の解決し、登録研究者へ
公開する

大阪大学
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H20年度成果概要（大阪大学）

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究
・DBの公開症例数を１００症例（H19年度時点）から４００症例まで増加させる．
・DBの経年情報表示に「グラフ表示機能」を追加する．
※共にH20年度内に公開予定．

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究
・医科歯科大で作成した統合の要件定義（IBMD要素DBインタフェース）に沿って，パーキンソン病
DB統合のための要件定義（IBMD GW）を作成

統計データ
のコピー

IBMD（医科歯科大） 神経疾患DB
（阪大）統合検索

IBMD（医科歯科大） 神経疾患DB
（阪大）統合検索 IB

M
D

 
G

WHTTP
/XML

H19年度に試作した統合方式
（暫定的なプロトタイプ）

IBMD要素DB
インタフェース

H20年度に作成した統合の要件定義
（H21年度に実装予定）

現状の経年情報表示例

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5

5度

4度

3度

2度

1度

グラフ表示（イメージ図）
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H21年度計画概要（大阪大学）

②疾患データベースの高度化と実証的統合に関する研究
・実施項目①の要件定義に基づき，これまで開発した神経疾患DBを統合検索シス
テムと連携させる．
・H20年度までに公開した症例（非連結匿名化・統計情報のみ）について，これまで
に実施してきた「統合DB向け公開の為の患者への再同意」，「公開倫理案」の結果
に基づいて，倫理的問題を解決し，登録研究者へ公開する．

①疾患・臨床医科学データベースに特化した統合技術開発に関する研究
・H20年度に作成したパーキンソン病DB統合
のための要件定義（IBMD GW）に基づいて
プロトタイプシステムを試作し，問題点を検討
する．
・統合化要素技術として，疾患オントロジーの
整備とプロトタイプとして開発したセマンティッ
ク検索エンジンの高度化を行う．

IBMD（医科歯科大） 神経疾患DB
（阪大）統合検索 IB

M
D

 
G

WHTTP
/XML

IBMD要素DB
インタフェース

H20年度に作成した要件定義
に基づいた統合化


